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平成２５年度鳥取県社会教育振興大会兼鳥取県社会教育委員研修会の結果について

家庭・地域教育課

１ 概 要

（１）趣 旨

全県の社会教育委員をはじめ、社会教育関係者が一堂に会し、地域づくりや人づくりに

向けた生涯学習・社会教育活動の今後のあり方について考え、本県における社会教育の充

実に資することを目的として開催した。

（２）日 時 平成２５年１０月２９日（火）１０：００～１６：１０

（３）会 場 米子コンベンションセンター

（４）主 催 鳥取県社会教育協議会

（５）共 催 鳥取県社会教育委員連絡協議会、鳥取県公民館連合会

（６）後 援 鳥取県教育委員会

（７）参加者 社会教育関係者等 ２５２名（昨年度１６７名）

（８）内 容

【講 演】

演題 「社会に参画し、『健康寿命』を延ばす－高齢者の生き方を問い直す」

講師 生涯学習・社会システム研究者（元福岡教育大学教授） 三浦 清一郎 氏

【市町村実践発表】

市町村の取組を１０の実践発表と９の資料掲示に分け行った。実践発表を行う市町村

が分科会の協議題を設定し、取組を発表し、研究協議を行った。（別紙参照）

２ 大会の成果

・講演では、「健康寿命（男性70.42歳 女性73.62歳）」を延ばし、平均寿命（男性79.64歳 女性

86.39歳）との差を縮めなければ、近い将来、国家財政は破綻し、若い世代の老後も崩壊してし

まうこと、「健康寿命」を延ばすには、高齢者が地域活動（ボランティア活動）を通じて、社会

とのつながりを持ち続けることが必要であること、社会教育が「社会貢献を行っている人々」

や「社会を支える活動」に光を当て、「生き甲斐」「連帯」を生み出していかなければならない

こと等について学んだ。

・社会教育委員を対象とした特別の研修を初めて行い、会場いっぱいの参加者があった。社会教

育委員が果たすべき役割や、社会教育委員の活動により地域が活性化した例などを学ぶことが

できた。

・実践発表では、全市町村がその地域ならではの特色ある取組について発表と資料掲示に分かれ

て行い、お互いに学びあった。

・閉会行事で、大会宣言を採択し、各地域そして県全体の社会教育推進の機運を高め、一層の充

実を図るための取組の方向性について共通認識を図った。（大会宣言参照）

＜講 演＞ ＜実践発表＞



＜市町村実践発表＞

第１会場 第２会場 第３会場

【小ホール】 【第２会議室】 【第３会議室】

＜１２：４５～１３：２５＞

【八頭町】 【社会教育委員向けの特別研修】 【伯耆町】

「地域の宝“50ｍ公認プール”を利 「社会教育委員の心得」 「町民みんなで子どもたちを育て

用した祭りについて」 ～果たすべき職務について～ る学校支援活動」～誰でも参加で

きる学校支援活動を推進～

【発表者】 【指導者】 【発表者】

西村昭二（隼地区公民館長） 三浦 清一郎 氏 福田明真（地域コーディネーター）

（生涯学習・社会システム研究者）米田述史（日光小学校支援コー

ディネーター）

【発表内容】 【研修内容】 【発表内容】

①隼プールの歴史 ・社会教育委員とは？ 地域の大人が学校の教育活動に

②隼地区公民館と隼水泳協会 ・社会教育委員が果たすべき役 関わることで、学校に対する理解

③４４回目のプール祭り 割とは？ 度が高まり、地域全体で子どもを

④プールを中心とした住民の思い ・社会教育委員の活動により、 育てていこうという機運を醸成し

社会教育や地域づくりが推進さ ている。伯耆町学校支援地域本部

れている実例 等 の取り組み、日光小学校の具体的

な活動について発表します。

【協議題】 【協議題】 【協議題】

住民の参画による地域づくりと魅 社会教育委員が社会教育行政 学校、公民館、地域との連携に

力ある公民館事業のあり方 に、どう関わっていくべきか ついて

＜１３：３５～１４：１５＞

【境港市】 【琴浦町】 【智頭町】

「結婚へのきっかけづくり❤婚活大「みんないかいや まなタン祭り」 「智頭町も青少年育成がんばっ

作戦❤」 とるで！」

【発表者】 【発表者】 【発表者】

佐藤寿美子（境公民館運営審議会） 小谷友幸（琴浦町社会教育委員会 藤内洋行（智頭町教育委員会）

松本 彰（境公民館運営審議会） 会長）

【発表内容】 【発表内容】 【発表内容】

境公民館では、平成２３年３月か 琴浦町生涯学習センター開館 智頭町では智頭町青少年育成推

ら “独身男女の出会いの場づくり １５周年記念事業を行うのにあ 進指導員協議会と委託契約を結び

”をしようと公民館講座として婚活 たり、実行委員会を社会教育委 サマーキャンプ、チャレンジ教室

講座を企画しました。今までに行っ 員を中心に組織、大会運営にあ などの事業を展開しています。そ

た７回の婚活の歩みを発表します。 たりました。実行委員さんたち の事業の取組みを紹介し、参加し

の素敵なアイディアのおかけで た子どもたちの様子や事業の成果

２日間で約6,000以上の参加を得 ・課題を発表します。

ることができています。

【協議題】 【協議題】 【協議題】

婚活の企画内容と人集めについて 社会教育委員活動の活性化につ 子どもたちに「参加したい！」

いて と思わせる工夫について



＜１４：２５～１５：０５＞

【若桜町】 【北栄町】 【日野町】

「若桜町の社会教育（公民館活動）」 「子どもたちをサポートする地域 「日野川下り（ラフティング）」

の取組」 ～子ども達に自然体験の場を～

～地域づくりをめざして～

【発表者】 【発表者】 【発表者】

伊井野孝一（若桜公民館長） 竹信純一（下種自治会長） 稲田いずみ（日野町教育委員会）

横山浩一（下種ふるさと保全会副

代表）

【発表内容】 【発表内容】 【発表内容】

若桜町公民館では、全ての世代 地域が行う事業に子どもたちを 日野川でのラフティングを通し

を対象に各種学級・講座等を実施 巻き込みながら、心豊かな子ども て、仲間との協力や自分への挑戦

するとともに、各種サークル活動 を育て地域に誇りを感じてほしい を体験！実施の主体である総合型

の活性化支援に取り組んでいます。 と願っている。地域で実施してき 地域スポーツクラブの紹介と参加

特に子ども達や高齢者を対象とし た事業を紹介しながら成果と課題 者の成長、関わる地域の変化等に

た事業に力点を置いて実施してお を発表します。 ついて発表します。

り、その状況を紹介します。

【協議題】 【協議題】 【協議題】

今後の社会教育（公民館）のあり 地域の教育力向上のための住 スポーツを通した地域の教育力

方について 民の関わりと、活動の継続につ の向上について

いて

＜１５：１５～１５：５５＞

【倉吉市】 【船上山少年自然の家】 【日吉津村】

「倉吉市公民館のこれまでとこれか 「キッズアドベンチャー」 「みんなで地域を盛り上げた

ら」 ～古代ロマンと伝説を巡る旅 い！！」～わかいもんで、地域を

仲間と歩む熱い夏～ 元気に！～

【発表者】 【発表者】 【発表者】

松下彰秀（倉吉市教育委員会） 中本祐二（船上山少年自然の家） 山口智久（富吉自治会）

増本唯史（富吉自治会）

【発表内容】 【発表内容】 【発表内容】

倉吉市の公民館の歴史と取組みを リヤカーを引きながら、約６ 富吉自治会では、近年若い人た

紹介するとともに、社会教育の果た ０ｋｍ５泊６日のロードウォー ちが中心となり地域を盛り上げよ

す役割から時代に沿った公民館のあ ク。子どもたちは、親元を離れ、 うと、様々な活動に取り組んでい

り方、役割について考える。 自ら気づき、考え、決定し、行 ます。「継続してみんなで盛り上げ

動するというねらいのもと、衝 ていくには？」どうしたらいいか、

突や我慢を乗り越え、長期集団 みんなで考えていければと思いま

宿泊体験ならではの成長を見せ す。

てくれました。

【協議題】 【協議題】 【協議題】

社会が公民館に求める役割をとら 青少年の長期集団宿泊体験を推 今後の事業展開（継続して活動

え、これからの公民館のあり方を探 進するにあたっての課題 していくためには）

る



大  会  宣  言 

 

 私たち社会教育関係者は、鳥取県及び各市町村の社会教育のさらなる充実をめざし、本日、

この地に集い、平成２５年度鳥取県社会教育振興大会を開催した。 

 本大会では、各地域で少子高齢化が急速に進むなか、高齢者が次世代と交流しながら、い

きいきと暮らす社会を創るため、それぞれの立場でどのような取組ができるのかを学んだ。

また、県内全市町村がそれぞれの特色ある取組を発表し、研究協議を深め、交流する貴重な

機会となった。 

人間関係の希薄化が指摘される今日において、人との関わりの中に豊かさを感じ、地域に

対する誇りや愛情を持ち、地域の良さを次世代に引き継ぐことのできる自立した地域社会を

形成していくことが求められている。また、教育・子育て・まちづくり・福祉・介護等の地

域課題に対して、住民相互の経験や知識が共有・継続され、新たな創造や工夫が生み出され

るサイクルを構築していくことが大切である。 

私たちは、社会教育に対する熱い思いと研修・交流で得た成果を活かし、地域の活力・教

育力を再生するとともに、各地域、そして県全体の社会教育の一層の充実を図るために、次

の事項を共通の認識とする。 

 

一 社会教育の振興により、生涯にわたり関わり合い、学び続ける人づくりを推進するとと

もに、学校・家庭・地域の連携・協働により、社会全体で子どもの育ちを支え、地域の

教育力の一層の向上を図る。 

 

一 将来の地域を担う子どもの健やかな育成に資するため、家庭教育に関する学習機会や情

報の提供のみならず、相談・助言、交流の機会の提供など保護者同士のつながりづくり

を積極的に進め、家庭の教育力の向上を図る。 

 

一 人づくり・地域づくりを担う拠点である公民館等の充実こそが、住民を元気にし、地域

活性化の原動力となることを再認識し、各地域で社会教育・生涯学習を通じたまちづく

りを展望しつつ、地域課題に対応した取組や地域の指導者・リーダーの育成に努める。 

 

一 地域住民や社会教育関係団体の願いを、社会教育行政に反映させることが社会教育委員

の役割であることを再認識し、社会教育の現状や課題の把握に努め、社会教育の推進に

向けた施策の提案等委員活動の一層の充実を図る。 

 

一 人と人との絆を育む社会教育に携わる者として、各地域そして県全体での研修や情報交

換の場に積極的に参加し、社会教育関係者がつながり合い、人的ネットワークを広げて

いくよう努める。 

 

以上、ここに宣言する。 

 

平成２５年１０月２９日                                   

平成２５年度鳥取県社会教育振興大会 


